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意見公募のテーマ：

①手段別意見応募件数 （意見件数を記入してください。応募者数は（　）書きしてください。）

　(記入例：１人が提出したものに３つの意見が記載されていた場合には、　３（１）と記載してください。)

郵　　　便 ファックス 電子メール 県民課・総合事務所等へ その他の方法 計

０（０） ２（２） 　　６（４） ０（０） ６（６） １４（１２）

②応募意見の政策案等への反映状況

対応状況 件　　数

計 14

③意見募集結果概要書を、1部添付してください。
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○ ○ ○（常任委員会） 教育委員会報告
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スポーツ健康教育課
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子どものスポーツ活動ガイドライン（案）について

主　　な　　意　　見

　　　　 反映した

(一部のみ反映したものを
含む)

5

・「スポーツ指導者１０の心得」と「スポーツ指導者のセルフチェック」を
　連動させるべき
・「スポーツ指導者のセルフチェック」の実施目安を記載すること
・P10「自らの課題を理解できる言葉がけ」を「自らの課題を理解できる
　ような言葉をかけるよう」に修正
・パッと目をひく項目を記載してほしい
・中学生のスポーツ活動における休養日の日数を幅を持たせた記載にした
　ほうがよい

既に盛り込み済み 2
・保護者が過熱しすぎないよう保護者の研修が必要
・子どもたちが夢を持って楽しみながら取り組むスポーツ活動であってほし
い

今後の検討課題 0 －

対  応  困  難 3
・運動部活動における教員の服務に関すること
　（超過勤務、手当ての支給、振替勤務等）

そ　の　他

(例：施策の体系外の意見
等)

4

・「建前」で終わらせてはいけない。実際にガイドラインの内容が実現
　されることが大事
・スポーツ指導者へガイドラインの内容を徹底させることが必要
・指導者の資質向上のための研修会の充実が必要
・指導者の増加や登録制度、研修会受講認定制度等を検討してほしい

    他の公表方法として該当するものに○を付してください。


